
20

第3回 関西支部研修会報告

くすりがわかれば全身が見える？
第3回 関西支部研修会

日時：12月3日(土)
場所：大阪・梅田センタービル38F

後藤　洋次（兵庫県）

　先日、平成28年9月4日(日)に大阪・梅田センター

ビル・32Fにて第3回日本インプラント臨床研究会

関西支部の研修会が行われました。 

今回は、本来歯科衛生士教育研修会として企画され

ましたが、一人の会員の持ち込み企画があり特別会

として行われ、兵庫県西宮市の明和病院から、歯科

口腔外科部長兼明和病院統合マネジメント室長でお

られる、末松基生先生をお招きして「くすりがわ

かれば全身が見える」と題して、27名の参加者が

ありました。 

　古市嘉秀関西支部委員長の開会の言葉で始まり、

厚労省が近未来の歯科の役割は「有病者の医科歯

科連携」と「地域包括概念における在宅歯科診療

の充実」の2点と見切ってすでに舵を切ったことに

触れ、これから10年、20年後の歯科会の展望をお

話しいただき、これからの医院経営にも参考になる

お話であったと思います。  

　本題の服薬中の薬から現在の患者の大まかな全身

状況を推し量る具体的な方法を示され、特定の薬か

ら既往歴まで推し量る方法など、また、インプラン
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ト治療にかかわりの深い骨の治癒にかかわる、薬剤

由来の骨壊死「BRONJ」「MRONJ」やリウマチ治療

薬など、普段はあまり考えずに診療してましたが、

これからは「お薬手帳」の持参を義務付け、その

後ろにある全身疾患に注意を払いながら診療しよう

と思います。

　次に、「医科多職種との連携のコツ」と言う事で、

医師の習性を理解することが大事であり、連携のカ

ギとなるのは、お互いに共通のデータの重要性、先

ほどの薬や血液検査結結果などは、非常に有用であ

ろう。 

　また在宅診療においては、嚥下のスペシャリスト

である、言語聴覚士をはじめ、コメディカルの方た

ちとも、情報交換し口腔機能についての的確な指示

を、与えなくてはなりません。 

イメージこれからの医師、歯科医師は世界中で誰も

経験したことのない超高齢化社会を担っていかねば

ならず、当然来院する  における嚥下も含めた口腔

機能の回復へとシフトして行き、これに伴い次世代

のマーケティングが必要になってくると予想されま

す。

関西支部研修会報告

最後に梅田センタービル 32F の景色をバックに、

講師の末松先生と参加者全員で記念写真。




